








〔緒言〕 

小児の膠原病の代表的な疾患である JRA は長い慢性経過をとる症例が多い。その過程では

入院を反覆し,関節機能障害,関節の変形などを伴い手術を要する例もある。 

当然,学校生活,社会生活も制限されるため疾患によるうつ状態,不安状態,ヒステリーなど

の精神症状が潜在し,また出現することが予想される。本研究の目的はこのような子供たち

がどんな心理状態にあるかを調査し,予想される精神障害を予防するための指導方法を検

討する。昭和 55 年の本研究において我々は日大小児科および東京共済病院小児科の JRA

患者および他の膠原病患者を対象に調査を行った。(第一報,昭和 55 年度小児慢性疾患(臓

器系)に関する研究報告書 56 年度は本研究班協力研究班員の協力を得て,班員の準療中の

JRA 患者に対して心理テストを行った。 


